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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が配置される表示領域及びその周辺の周辺領域を含む基板と、
　前記基板の前記表示領域の上に配置され、第１絶縁膜を挟んで互いに重畳する共通電極
及び画素電極と、
　前記共通電極の上方又は下方に配置され、前記共通電極と接触する共通電圧線と、
　前記共通電圧線と接続され、前記表示領域の少なくとも三側面の周縁に沿って延長され
ている周縁共通電圧線と、
　前記周辺領域で前記周縁共通電圧線と重なって直接接触する、第１共通電圧伝達線とを
有し、
　前記第１共通電圧伝達線は、前記周縁共通電圧線に沿って延長されており、
　前記周縁共通電圧線は、前記第１共通電圧伝達線から共通電圧の印加を受けることを特
徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記周縁共通電圧線は、前記共通電圧線と同一の層に配置されることを特徴とする請求
項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記周縁共通電圧線と前記第１共通電圧伝達線との間に配置される第２絶縁膜をさらに
有し、
　前記第２絶縁膜は、前記第１共通電圧伝達線を露出させる少なくとも一つの接触孔を含
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み、
　前記周縁共通電圧線は、前記接触孔を通じて前記第１共通電圧伝達線と直接接触するこ
とを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの接触孔は、前記表示領域の周縁に沿って延長されて互いに接続さ
れていることを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記接触孔は、前記第１共通電圧伝達線の側面を露出させることを特徴とする請求項４
に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記共通電極は、前記周辺領域に延長されて前記第１共通電圧伝達線と重畳することを
特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１絶縁膜は、前記周縁共通電圧線の上に配置されることを特徴とする請求項６に
記載の表示装置。
【請求項８】
　前記基板上に配置され、ゲート信号を伝達するゲート線と、
　前記ゲート線と絶縁されて、データ信号を伝達するデータ線とをさらに有し、
　前記第２絶縁膜は、前記ゲート線と前記データ線の間に配置され、
　前記第１共通電圧伝達線は、前記ゲート線及び前記データ線の内のいずれか一つと同一
の層に配置されることを特徴とする請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第２絶縁膜は、カラーフィルタを含む有機物質を含むことを特徴とする請求項８に
記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記共通電圧線及び前記周縁共通電圧線は、金属を含むことを特徴とする請求項９に記
載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、より詳しくは、共通電圧伝達線を含む表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在幅広く使用される表示装置として液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　
ｄｉｓｐｌａｙａｙ）、有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　ｄｉｓｐｌａｙ）、電気泳動表示装置（ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｔｉｃ　ｄｉｓ
ｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　表示装置は、複数の画素と複数の表示信号線を含む。
　各画素はスイッチング素子及びこれに接続された画素電極を含み、スイッチング素子は
表示信号線と接続されている。表示信号線はゲート信号を伝達するゲート線及びデータ電
圧を伝達するデータ線を含む。画素電極はスイッチング素子を通じてゲート信号によるデ
ータ電圧の印加を受ける。スイッチング素子は薄膜トランジスタなどの三端子素子であり
得る。画素電極及びスイッチング素子などは薄膜トランジスタ表示板に配置させることが
できる。
【０００４】
　このような表示装置の一例として、液晶表示装置は、現在最も幅広く使用されている平
板表示装置の一つであって、画素電極と共通電極など電場生成電極（ｆｉｅｌｄ　ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｎｇ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）が形成されている二枚の表示板とその間に入って
いる液晶層を含む。
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　液晶表示装置は電場生成電極に電圧を印加して液晶層に電場を生成し、これを通じて液
晶層の液晶分子の配向方向を決定し入射光の偏光を制御することによって画像を表示する
。
【０００５】
　表示装置が含む表示板は、共通電極に共通電圧Ｖｃｏｍを伝達する共通電圧印加線を含
む。
　各画素が表示する画像はデータ電圧と共通電圧の差によって変わるので、表示板全体に
分布する画素に印加される共通電圧の大きさは一定であるのが好ましい。
　しかし表示板で共通電圧を伝達する配線又は電極の抵抗又は寄生容量などによる負荷（
ｌｏａｄ）によって表示板の位置によって共通電圧の大きさが均一でなくなり表示不良が
発生するという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記従来の表示装置における問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の
目的は、表示板に印加される共通電圧の位置による偏差を減らして表示不良を減らすこと
ができる表示装置を提供することにある。
　また、本発明の他の目的は、表示板に共通電圧を印加する部分での接触抵抗を減らして
共通電圧の信号遅延による共通電圧の不均一性を減らすことができる表示装置を提供する
ことにある。
　また、表示板に共通電圧を印加する部分の面積を減らして表示板の周縁領域の面積を減
らし、表示板の周縁領域での設計自由度を高めることができる表示装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、複数の画素が配置される
表示領域及びその周辺の周辺領域を含む基板と、前記基板の前記表示領域の上に配置され
、第１絶縁膜を挟んで互いに重畳する共通電極及び画素電極と、前記共通電極の上方又は
下方に配置され、前記共通電極と接触する共通電圧線と、前記共通電圧線と接続され、前
記表示領域の少なくとも三側面の周縁に沿って延長されている周縁共通電圧線と、前記周
辺領域で前記周縁共通電圧線と重なって直接接触する、第１共通電圧伝達線とを有し、前
記第１共通電圧伝達線は、前記周縁共通電圧線に沿って延長されており、前記周縁共通電
圧線は、前記第１共通電圧伝達線から共通電圧の印加を受けることを特徴とする。
 
【０００８】
　前記周縁共通電圧線は、前記共通電圧線と同一の層に配置されることが好ましい。
　前記周縁共通電圧線と前記第１共通電圧伝達線との間に配置される第２絶縁膜をさらに
有し、前記第２絶縁膜は、前記第１共通電圧伝達線を露出させる少なくとも一つの接触孔
を含み、前記周縁共通電圧線は、前記接触孔を通じて前記第１共通電圧伝達線と直接接触
することが好ましい。
　前記少なくとも一つの接触孔は、前記表示領域の周縁に沿って延長されて互いに接続さ
れていることが好ましい。
　前記接触孔は、前記第１共通電圧伝達線の側面を露出させることが好ましい。
　前記共通電極は、前記周辺領域に延長されて前記第１共通電圧伝達線と重畳することが
好ましい。
　前記第１絶縁膜は、前記周縁共通電圧線の上に配置されることが好ましい。
　前記基板上に配置され、ゲート信号を伝達するゲート線と、前記ゲート線と絶縁されて
、データ信号を伝達するデータ線とをさらに有し、前記第２絶縁膜は、前記ゲート線と前
記データ線の間に配置され、前記第１共通電圧伝達線は、前記ゲート線及び前記データ線
の内のいずれか一つと同一の層に配置されることが好ましい。
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　前記第２絶縁膜は、カラーフィルタを含む有機物質を含むことが好ましい。
　前記共通電圧線及び前記周縁共通電圧線は、金属を含むことが好ましい。
 
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る表示装置によれば、表示装置の表示板に印加される共通電圧の位置による
偏差を減らして表示不良を減らすことができるという効果がある。
　また、表示板に共通電圧を印加する部分での接触抵抗を減らして共通電圧の信号遅延に
よる共通電圧の不均一性を減らすことができるという効果がある。また、表示板に共通電
圧を印加する部分の面積を減らして表示板の周縁領域の面積を減らし、表示板の周縁領域
での設計自由度を高めることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３】本発明の一実施形態による表示装置の一画素に対する配置図である。
【図４】図３の表示装置のＩＶ－ＩＶ線による断面図である。
【図５】図３の表示装置のＶ－Ｖ線による断面図である。
【図６】図３の表示装置のＩＶ－ＩＶ線による断面図の他の例である。
【図７】図３の表示装置のＶ－Ｖ線による断面図の他の例である。
【図８】本発明の一実施形態による表示装置の一画素に対する他の例の配置図である。
【図９】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線による断面図である。
【図１０】図８の表示装置のＸ－Ｘ線による断面図である。
【図１１】本発明の一実施形態による表示装置の信号線の配置図である。
【図１２】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１３】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１４】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１５】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１６】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１７】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１８】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図１９】図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図２０】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２１】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２３】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２４】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２５】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２６】図２４の表示装置のＢ－Ｂ’線に沿った断面図である。
【図２７】図２５の表示装置のＢ－Ｂ’線に沿った断面図である。
【図２８】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２９】図２８の表示装置のＸＸＩＸ－ＸＸＩＸ線に沿った断面図である。
【図３０】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３１】図３０の表示装置のＸＸＸＩ－ＸＸＸＩ線に沿った断面図である。
【図３２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３３】図３２の表示装置のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線に沿った断面図である。
【図３４】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３５】図３４の表示装置のＸＸＸＶ－ＸＸＸＶ線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　次に、本発明に係る表示装置を実施するための形態の具体例を図面を参照しながら説明
する。
【００１２】
　図面では、複数の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。
　明細書全体にわたって類似の部分については同一の図面符号を付けた。
　層、膜、領域、板などの部分が他の部分の“上”にあるというとき、これは他の部分の
“直上”にある場合だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分
が他の部分の“直上”にあるというときは中間に他の部分がないことを意味する。
【００１３】
　図１～図３を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について説明する。
　図１及び図２は、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
　図１及び図２を参照すると、本発明の一実施形態による表示装置は画像を表示する表示
領域ＤＡ及びその周辺の周辺領域ＰＡを含む第１表示板１００、そして第１表示板１００
と対向する第２表示板２００を含む。
【００１４】
　周辺領域ＰＡには遮光部材（図示せず）が配置され、表示領域ＤＡは周辺領域ＰＡの遮
光部材の開口部によって定義され得る。
　液晶表示装置の場合、第１表示板１００及び第２表示板２００の間に位置する液晶層（
図示せず）をさらに含む。
　表示領域ＤＡには、複数の駆動信号線（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｓｉｇｎａｌ　ｌｉｎｅ）と
、これに接続されておりほぼ行列形態に配列された複数の画素が形成される。
【００１５】
　駆動信号線は、第１表示板１００に備えられており、ゲート信号（“走査信号”とも言
う）を伝達する複数のゲート線（図示せず）と、データ電圧を伝達する複数のデータ線（
図示せず）を含む。
　また、第１表示板１００の表示領域ＤＡには、共通電圧Ｖｃｏｍを伝達する共通電圧線
３０１及びこれと接続された共通電極１３１が配置される。
【００１６】
　共通電極１３１は、表示領域ＤＡの前面に形成されており、少なくとも一つの開口部を
含むことができる。
　共通電極１３１は、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導電物質で形成され得る。
　図１及び図２では共通電極１３１が表示領域ＤＡにのみ形成されると示したが、これに
限定されず、共通電極１３１は周辺領域ＰＡに延長することもできる。
【００１７】
　共通電圧線３０１は、ほぼ行方向に伸びる複数の横部と、ほぼ列方向に伸びる複数の縦
部を含む。
　この場合、横部と縦部は互いに接続されている。共通電圧線３０１は駆動信号線、例え
ばゲート線及びデータ線と重畳でき、この場合、共通電圧線３０１は重畳する駆動信号線
の幅より大きいか又は同一の幅を有することができる。しかし、本発明の他の実施形態に
よれば、横部と縦部のうちのいずれか一部分は省略できる。
【００１８】
　共通電圧線３０１は、不透明で導電性の高い金属からなり得る。例えば、共通電圧線３
０１はアルミニウム（Ａｌ）、モリブデン（Ｍｏ）、チタニウム（Ｔｉ）、銅（Ｃｕ）、
又はこれらの合金などの単一膜からなるか、これらの多重膜からなり得る。
　しかし、本発明の他の実施形態によれば、共通電圧線３０１は電気伝導性の高い導電性
有機物で形成することもできる。この場合、光の反射を防止することができ、液晶表示装
置の開口率を一層高めることができる。
【００１９】
　共通電圧線３０１は、共通電極１３１の直ぐ上方又は下方で共通電極１３１と直接接触
してもよく、共通電極１３１との間に絶縁層（図示せず）を配置して絶縁層の接触孔を通
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じて共通電極１３１と電気的、物理的に接続されてもよい。
【００２０】
　このように表示領域ＤＡに共通電圧線３０１を形成することによって、共通電極１３１
に印加される共通電圧の信号遅延を防止することができる。
　共通電圧線３０１が共通電極１３１と直接接触する場合、接触孔が必要でないので接触
孔による開口率減少を防止することができる。
　また、共通電圧線３０１を不透明な駆動信号線と重畳するように形成すれば、表示装置
の開口率減少を防止することができる。
【００２１】
　各画素は、駆動信号線に接続された薄膜トランジスタなどのスイッチング素子とこれに
接続された画素電極（図示せず）、そして画素電極と対向する共通電極（対向電極とも言
う）を含む。
　有機発光表示装置の場合には画素電極と共通電極の間に発光層が位置して発光ダイオー
ドを形成することができる。つまり、画素電極がアノードとして機能し共通電極がカソー
ドとして機能して、アノードとカソードの間の出力電流によって発光層が発光して画像を
表示する。
【００２２】
　液晶表示装置の場合、同一の第１表示板１００に配置されるか、互いに異なる二つの表
示板（１００、２００）にそれぞれ配置される画素電極及び共通電極が液晶層を挟んで配
置され液晶層に電場を生成する。
　液晶層３に電場を生成されることによって画素電極と共通電極の間の液晶層の液晶分子
の配向方向を決定し、液晶層を通過する光の輝度を制御することができる。
【００２３】
　第１表示板１００の周辺領域ＰＡの一部は、第２表示板２００によって覆われずに露出
し得る。
　第１表示板１００の露出した周辺領域ＰＡには、表示領域ＤＡの駆動信号線にゲート信
号、データ信号などの駆動信号を入力するための信号入力パッドと、駆動信号を駆動信号
線に印加する駆動回路部５５０を配置できる。
　また、第１表示板１００の周辺領域ＰＡには、周縁共通電圧線３０２及びこれと接続さ
れている第１共通電圧伝達線７７が位置する。
【００２４】
　周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７のうちの少なくとも一つは、表示領域
ＤＡの少なくとも１面の周縁に沿って形成されており、表示領域ＤＡを囲む形態を有する
。
　具体的には、周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７のうちの少なくとも一つ
は、図１又は図２に示すように、表示領域ＤＡの全ての面を囲む閉曲線又は閉多角形であ
り得、表示領域ＤＡの上側面又は下側面に沿って開いている開いた曲線又は開いた多角形
であり得る。
　図１又は図２は、表示領域ＤＡの四側面の周縁に沿って形成されている周縁共通電圧線
３０２と第１共通電圧伝達線７７を例として示す。
【００２５】
　第１共通電圧伝達線７７は、複数の連結配線７８を通じて露出した第１表示板１００の
周辺領域ＰＡに配置される複数の入力パッド７５と接続される。
　連結配線７８は、表示領域ＤＡを基準に下側に位置する第１共通電圧伝達線７７に沿っ
て一定の間隔をおいて配置されて第１共通電圧伝達線７７と接続される。
　入力パッド７５は可撓性印刷回路膜（図示せず）などを通じて共通電圧Ｖｃｏｍの印加
を受けることもでき、図１又は図２に示すように駆動回路部５５０から共通電圧Ｖｃｏｍ
の印加を受けることもできる。
　第１共通電圧伝達線７７は、銅などの金属のように抵抗が低い導電性物質からなり得、
単一膜又は多重膜からなり得る。
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【００２６】
　周縁共通電圧線３０２は、表示領域ＤＡの共通電圧線３０１と接続されている。
　さらに具体的には、周縁共通電圧線３０２は表示領域ＤＡの共通電圧線３０１の縦部又
は横部の端部を接続され得る。
　周縁共通電圧線３０２は、共通電圧線３０１と同一の物質からなり得、共通電圧線３０
１と同一の層に配置できる。
【００２７】
　周縁共通電圧線３０２は、第１共通電圧伝達線７７の少なくとも一部と重畳する。
　周縁共通電圧線３０２は、第１共通電圧伝達線７７との間に絶縁層（図示せず）を設け
ることができ、絶縁層の少なくとも一つの接触孔１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７
と電気的、物理的に接続される。
　接触孔１８７は図１に示すように複数個備えられ得、この場合、複数の接触孔１８７は
表示領域ＤＡの周辺に沿って所定間隔をおいて離隔して配列され得る。
【００２８】
　これとは異なり、一つの接触孔１８７が図２に示すように表示領域ＤＡの周辺に沿って
連続して形成され得る。
　このように接触孔１８７を表示領域ＤＡの周辺に沿って連続して形成すれば、接触抵抗
を低めることができ、接触孔１８７の幅も減らすことができる。
　しかし、図２に示したものとは異なり、表示領域ＤＡの周辺に沿って形成された接触孔
１８７の少なくとも一部は切られて複数の接触孔１８７を形成することもできる。
【００２９】
　本発明の他の実施形態によれば、周縁共通電圧線３０２は、第１共通電圧伝達線７７の
直ぐ上方又は下方で第１共通電圧伝達線７７と直接接触して電気的に接続され得る。
　つまり、周縁共通電圧線３０２は接触孔１８７を通じず第１共通電圧伝達線７７と直接
接続され得る。
【００３０】
　本発明の他の実施形態によれば、共通電圧線３０１は、周縁共通電圧線３０２を通じず
第１共通電圧伝達線７７と直接電気的に接続され得る。
　つまり、共通電圧線３０１は第１共通電圧伝達線７７と同一の層に配置され互いに直接
接続され得る。
【００３１】
　このように本発明の実施形態によれば、表示領域ＤＡの共通電圧線３０１と接続されて
いる周縁共通電圧線３０２が表示領域ＤＡの少なくとも三側面の周縁に沿って形成されて
いる第１共通電圧伝達線７７から共通電圧の印加を受けるので、位置による共通電圧の大
きさを均一にすることができる。
　また導電性の高い金属からなる周縁共通電圧線３０２が第１共通電圧伝達線７７と接触
して共通電圧の印加を受けるので、接触抵抗を減らすことができ、共通電圧の信号遅延に
よる共通電圧の不均一性を減らすことができる。
【００３２】
　このように周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７の接触抵抗が低くなるので
、周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７の幅を減らすことができ、さらに周辺
領域ＰＡの面積を減らすことができる。
　したがって、周辺領域ＰＡに駆動回路を集積する表示装置の場合、集積された駆動回路
と接続された信号配線の面積が十分に確保できて信号配線の抵抗が減少し周辺領域ＰＡで
の設計自由度を高めることができる。
【００３３】
　以下、図３～図７を参照して本発明の一実施形態による共通電圧線３０１を含む表示装
置の具体的な構造について説明する。
　図３は、本発明の一実施形態による表示装置の一画素に対する配置図であり、図４は図
３の表示装置のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図であり、図５は図３の表示装置のＶ－Ｖ線に
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沿った断面図であり、図６は図３の表示装置のＩＶ－ＩＶ線に沿った断面図の他の例であ
り、図７は図３の表示装置のＶ－Ｖ線に沿った断面図の他の例である。
【００３４】
　本発明の一実施形態による表示装置は、液晶表示装置であって互いに対向する第１表示
板１００と第２表示板２００、およびこれら二つの表示板（１００、２００）の間に配置
される液晶層３を含む。
　まず、第１表示板１００について説明すると、絶縁基板１１０の上に複数のゲート電極
１２４を含む複数のゲート線１２１が配置される。ゲート線１２１はゲート信号を伝達し
、主に行方向である横方向に伸びる。
【００３５】
　ゲート線１２１の上にはゲート絶縁膜（ｇａｔｅ　ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ
）１４０が配置され、その上に複数の半導体１５１が配置される。半導体１５１はゲート
電極１２４の上に位置する突出部１５４を含む。
　半導体１５１の上には、リンなどのｎ型不純物が高濃度でドーピングされているｎ＋水
素化非晶質シリコンなどの物質で形成されるか、シリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で形成
される複数の抵抗性接触部材（ｏｈｍｉｃ　ｃｏｎｔａｃｔ）１６１、１６３、１６５を
配置できる。抵抗性接触部材１６１、１６３、１６５は省略できる。
【００３６】
　抵抗性接触部材１６１、１６３、１６５の上には、複数のデータ線１７１と複数のドレ
イン電極（ｄｒａｉｎ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７５を含むデータ導電体が配置される。
　データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に列方向である縦方向に伸びる。各データ線
１７１はゲート電極１２４に向かって伸びた複数のソース電極（ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｃ
ｔｒｏｄｅ）１７３を含む。ドレイン電極１７５はゲート電極１２４を中心にソース電極
１７３と対向する。
　ゲート電極１２４、ソース電極１７３、及びドレイン電極１７５は、半導体突出部１５
４と共にスイッチング素子である薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ、ＴＦＴ）を成す。
【００３７】
　薄膜トランジスタの上には第１保護膜１８０ａが位置し、その上には複数のカラーフィ
ルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃが配置される。
　これとは異なり、カラーフィルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃは第２表示板２００に
配置することもできる。
　カラーフィルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃの上には共通電圧線３０１及び共通電極
１３１が配置される。
【００３８】
　共通電圧線３０１は、ゲート線１２１と平行な横部、及びデータ線１７１と平行な縦部
を含む。
　縦部と横部は互いに接続されている。横部と縦部のうちの少なくとも一つを省略するこ
ともできる。共通電圧線３０１は金属などの導電性の高い物質からなり得る。
　また、データ線１７１と重畳する共通電圧線３０１は、データ線１７１と同一であるか
又は広い幅を有し得る。
【００３９】
　本発明の他の実施形態によれば、共通電圧線３０１は電気伝導性の高い導電性有機物で
形成することもできる。この場合、光の反射を防止することができ、液晶表示装置の開口
率をさらに高めることができる。
【００４０】
　共通電極１３１は、共通電圧線３０１の上方又は下方で共通電圧線３０１と直接接触す
る。
　図４及び図５は、共通電極１３１が共通電圧線３０１の上に位置する例を示し、図６及
び図７は、共通電極１３１が共通電圧線３０１の下に位置する例を示す。
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　共通電極１３１は、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導電物質で形成され得る。共通電極
１３１は、面型として絶縁基板１１０の全面の上に一つの板状で形成され得、ドレイン電
極１７５に対応する領域に開口部３５を有し得る。
【００４１】
　共通電圧線３０１及び共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂが配置され、その上
には画素電極１９１が配置される。
　画素電極１９１は、互いに大体平行に延長し互いに離隔している複数の枝電極１９３と
、枝電極１９３の上方及び下方の端部を接続する下部及び上部の横部１９２を含む。
　画素電極１９１の枝電極１９３は、データ線１７１に沿って屈曲され得る。
　しかし、本発明の他の一実施形態によれば、データ線１７１と画素電極１９１の枝電極
１９３は一直線に延長してもよい。画素電極１９１は、ＩＴＯ又はＩＺＯなどの透明な導
電物質で形成され得る。
【００４２】
　第１保護膜１８０ａ及び第２保護膜１８０ｂは、ドレイン電極１７５を露出させる接触
孔１８５を含み、カラーフィルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃの開口部３５は接触孔１
８５を囲む。
　画素電極１９１は、接触孔１８５を通じてドレイン電極１７５と電気的に接続されてデ
ータ電圧の伝達を受ける。
【００４３】
　第１表示板１００の内側面には第１配向膜（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｌａｙｅｒ）１１が
塗布される。
　以下、第２表示板２００について説明すれば、絶縁基板２１０の上に第２配向膜２１が
塗布される。
　第１配向膜１１及び第２配向膜２１は水平配向膜であり得る。
【００４４】
　第１表示板１００と第２表示板２００との間に入っている液晶層３は、液晶分子（図示
せず）を含み、液晶分子は電場がない状態でその長軸が二つの表示板（１００、２００）
の表面に対して水平をなすように配向される。
　液晶層３は、正の誘電率異方性を有することもでき、負の誘電率異方性を有することも
できる。
　液晶層３の液晶分子は、一定の方向にプレチルトを有するように配向され得るが、この
ような液晶分子のプレチルト方向は、液晶層３の誘電率異方性によって変更可能である。
【００４５】
　データ電圧が印加された画素電極１９１は、共通電圧の印加を受ける共通電極１３１と
共に液晶層３に電場を生成することによって液晶層３の液晶分子の配向方向を決定し該当
画像を表示する。
　共通電圧線３０１と関連した効果は、前述した実施形態に関する説明で説明したので、
ここで詳細な説明は省略する。
【００４６】
　以下、図８～図１０を参照して、本発明の一実施形態による共通電圧線３０１を含む表
示装置の構造の他の例について説明する。
　図８は、本発明の一実施形態による表示装置の一画素に対する他の例の配置図であり、
図９は図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿った断面図であり、図１０は図８の表示装置の
Ｘ－Ｘ線に沿った断面図である。
【００４７】
　本実施形態による液晶表示装置は、前述した図３～図７に示した実施形態と大部分同一
であるが、画素電極１９１と共通電極１３１の上下位置を変更している。
　具体的には、カラーフィルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃの上に複数の画素電極１９
１が配置される。
　画素電極１９１は、ゲート線１２１及びデータ線１７１で囲まれた領域の大部分を覆い
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満たす面型であり得る。画素電極１９１の全体的な形態は大体ゲート線１２１及びデータ
線１７１にほぼ平行な辺を有する多角形であり得る。画素電極１９１はＩＴＯ又はＩＺＯ
などの透明な導電物質で形成され得る。
【００４８】
　第１保護膜１８０ａ及びカラーフィルタ２３０Ａにはドレイン電極１７５を露出させる
複数の接触孔１８５が形成されており、画素電極１９１は接触孔１８５を通じてドレイン
電極１７５と電気的に接続されてデータ電圧の伝達を受ける。
　カラーフィルタ２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃ及び画素電極１９１の上には第２保護膜
１８０ｂが配置され、その上に共通電極１３１が配置される。共通電極１３１はＩＴＯ又
はＩＺＯなどの透明な導電物質で形成され得る。
【００４９】
　共通電極１３１は、各画素電極１９１と重畳する複数の枝電極１３３を含む。各枝電極
１３３は互いに実質的に平行であり、データ線１７１に沿って屈曲され得る。しかし、本
発明の他の一実施形態によればデータ線１７１と共通電極１３１の枝電極１３３は一直線
に延長してもよい。
　共通電極１３１の上方又は下方には共通電極１３１と直接接触する共通電圧線３０１が
配置される。
　図９及び図１０は、共通電圧線３０１が共通電極１３１の上に位置する例を示す。
　共通電圧線３０１の特徴は、前述した図３～図７に示した実施形態と同一であるので、
ここで詳細な説明は省略する。
　前述した実施形態のような共通電圧線３０１は、多様な密度で配置され得る。これにつ
いて図１１を参照して説明する。
【００５０】
　図１１は、本発明の一実施形態による表示装置の信号線の配置図である。
　図１１を参照すると、本発明の一実施形態による液晶表示装置のデータ線１７１は隣接
した二つのゲート線１２１の間で少なくとも一回屈曲され得、共通電圧線３０１はゲート
線１２１と重畳する横部３０１ａ、及びデータ線１７１と重畳する縦部３０１ｂを有する
。
【００５１】
　図１１で共通電圧線３０１の横部３０１ａはすべてのゲート線１２１と重畳するものを
示したが、二つ以上のゲート線１２１ごとに一つずつ配置してもよい。
　また図１１で共通電圧線３０１の縦部３０１ｂは互いに隣接する三つのデータ線１７１
ごとに一つずつ配置しているものを示したが、すべてのデータ線１７１と重畳するように
配置することもでき、三つとは異なる数のデータ線１７１ごとに一つずつ配置することも
できる。
　本発明の他の実施形態によれば、共通電圧線３０１の横部３０１ａ及び縦部３０１ｂの
うちのいずれか一つを省略することもできる。
　この他に共通電圧線３０１の配置はこれに限定されず多様に変更可能である。
【００５２】
　次に、前述した様々な図面と共に図１２～図１９を参照して本発明の一実施形態による
表示装置の周辺領域ＰＡの具体的な構造について説明する。
　前述した実施形態と同一な構成要素については同一の図面符号を付与し、同様の説明は
省略し相違点を中心に説明する。特に表示装置の互いに対向する二つの表示板のうちの下
部表示板である第１表示板１００を中心に説明する。
【００５３】
　図１２～図１９は、それぞれ図１又は図２の表示装置のＡ－Ａ’線に沿った断面図であ
る。
　まず、図１２及び図１３を参照すると、絶縁基板１１０の上に第１共通電圧伝達線７７
が配置される。したがって第１共通電圧伝達線７７は前述した実施形態によるゲート線１
２１と同一の層に位置し、ゲート線１２１と同一の物質を含む。
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【００５４】
　第１共通電圧伝達線７７の上にはゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａが順次に
配置される。
　第１保護膜１８０ａの上には第２保護膜１８０ｂを挟んで画素電極１９１及び共通電極
１３１が配置される。
　図１２及び図１３は、第１保護膜１８０ａの上に画素電極１９１が配置され、その上方
に共通電極１３１が配置される例を示す。
　しかしこれとは異なり、第１保護膜１８０ａの上に共通電極１３１が配置され、その上
方に画素電極１９１を配置することもできる。どの場合でも共通電極１３１又は画素電極
１９１のうちの上側に位置する電極は下側に位置する電極と重畳する枝電極を含む。
【００５５】
　共通電極１３１の上又は下には共通電極１３１と直接接触する共通電圧線３０１及びこ
れと接続された周縁共通電圧線３０２が配置される。
　図１２は、共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２が共通電極１３１の下に配置さ
れる例を示し、図１３は共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２が共通電極１３１の
上に配置される例を示す。
【００５６】
　本実施形態によれば、表示領域ＤＡに位置する共通電圧線３０１と周辺領域ＰＡに位置
する周縁共通電圧線３０２は互いに同一の層に位置し、互いに接続されている。
　ゲート絶縁膜１４０、第１保護膜１８０ａ、及び第２保護膜１８０ｂは、第１共通電圧
伝達線７７を露出させる接触孔１８７を含む。
　周縁共通電圧線３０２は、接触孔１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７と接触して共
通電圧の印加を受ける。
【００５７】
　接触孔１８７は、第１共通電圧伝達線７７の側面は露出させずに上面を露出させる。
　この時、一定の領域の第１共通電圧伝達線７７に対して、接触孔１８７が露出させない
第１共通電圧伝達線７７の上面の面積は第１共通電圧伝達線７７の上面の全体面積のほぼ
５０％以下であり得るが、あるいは、接触孔１８７は第１共通電圧伝達線７７の上面を全
て露出させることもできる。
　この他に、接触孔１８７の形態は、前述した図１又は図２に示した実施形態と同一であ
り得る。
【００５８】
　次に、図１４及び図１５を参照すると、絶縁基板１１０の上に第１共通電圧伝達線７７
が配置され、その上にゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａが順次に配置される。
　また、第１保護膜１８０ａの上にカラーフィルタ２３０を配置する。
　本発明の他の実施形態によれば、カラーフィルタ２３０の代わりに有機絶縁物質からな
る有機膜（図示せず）を配置することもできる。
【００５９】
　カラーフィルタ２３０の上には第２保護膜１８０ｂを挟んで画素電極１９１及び共通電
極１３１が配置される。
　図１４及び図１５は、カラーフィルタ２３０の上に共通電極１３１が配置されその上に
画素電極１９１が配置される例を示す。
　しかしこれとは異なり、カラーフィルタ２３０の上に画素電極１９１が配置され、その
上に共通電極１３１を配置することもできる。
【００６０】
　共通電極１３１の上又は下には共通電極１３１と直接接触する共通電圧線３０１及びこ
れと接続された周縁共通電圧線３０２が配置される。
　図１４は、共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２が共通電極１３１の下に配置さ
れる例を示し、図１５は共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２が共通電極１３１の
上に配置される例を示す。
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【００６１】
　ゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａは、第１共通電圧伝達線７７を露出させる
接触孔１８７を含む。
　周縁共通電圧線３０２は、接触孔１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７と接触して共
通電圧の印加を受ける。接触孔１８７の形態は前述した図１又は図２に示した実施形態と
同一であり得る。
　本実施形態で周縁共通電圧線３０２の上には第２保護膜１８０ｂを配置することができ
る。
【００６２】
　次に、図１６を参照すると、絶縁基板１１０の上にゲート絶縁膜１４０が配置され、そ
の上に第１共通電圧伝達線７７が配置される。
　したがって第１共通電圧伝達線７７は前述した実施形態によるデータ線１７１と同一の
層に位置し、データ線１７１と同一の物質を含むことができる。
【００６３】
　第１共通電圧伝達線７７の上に第１保護膜１８０ａが配置され、その上には第２保護膜
１８０ｂを挟んで画素電極１９１及び共通電極１３１が配置される。
　図１６は、第１保護膜１８０ａの上方に共通電極１３１が配置され、その上方に画素電
極１９１が配置される例を示す。
　しかしこれとは異なり、第１保護膜１８０ａの上に画素電極１９１が配置され、その上
に共通電極１３１を配置することもできる。
【００６４】
　共通電極１３１の上又は下には共通電極１３１と直接接触する共通電圧線３０１及びこ
れと接続された周縁共通電圧線３０２が配置される。
　図１６は、共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２が共通電極１３１の下に配置さ
れる例を示す。
　本実施形態によれば、表示領域ＤＡに位置する共通電圧線３０１と周辺領域ＰＡに配置
される周縁共通電圧線３０２は同一の層に位置し、互いに接続される。
【００６５】
　第１保護膜１８０ａは、第１共通電圧伝達線７７を露出させる接触孔１８７を含む。
　周縁共通電圧線３０２は、接触孔１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７と接触して共
通電圧の印加を受ける。
　接触孔１８７の形態は前述した図１又は図２に示した実施形態と同一であり得る。
　本実施形態で、周縁共通電圧線３０２の上には第２保護膜１８０ｂを配置することがで
きる。
【００６６】
　次に、図１７を参照すると、絶縁基板１１０の上にゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜
１８０ａが順次に配置され、その上にカラーフィルタ２３０が配置される。
　しかし、カラーフィルタ２３０は他の有機膜で代替することもでき、省略することもで
きる。
　カラーフィルタ２３０の上には共通電圧線３０１とこれと接続された周縁共通電圧線３
０２及び第１共通電圧伝達線７７が配置される。
【００６７】
　本実施形態によれば、第１表示板１００の周辺領域ＰＡの周縁共通電圧線３０２は直接
第１共通電圧線７７と接続され、第１共通電圧線７７と同一の層に位置する。
　つまり、共通電圧線３０１、周縁共通電圧線３０２、及び第１共通電圧伝達線７７は、
全て同一層に配置され得る。
　共通電圧線３０１と第１共通電圧伝達線７７の上には第２保護膜１８０ｂを挟んで画素
電極１９１及び共通電極１３１が配置される。
【００６８】
　図１７は、画素電極１９１が共通電極１３１の上に配置される例を示す。



(13) JP 6438187 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　この場合、共通電圧線３０１は図１７に示すように、共通電極１３１の下で共通電極１
３１と直接接触する。
　しかしこれとは異なり、共通電圧線３０１は共通電極１３１の上で共通電極１３１と直
接接触することもできる。また図１７に示したものとは異なり、共通電極１３１及び共通
電圧線３０１の下に画素電極１９１を配置することもできる。
　本実施形態で、第１共通電圧伝達線７７の上には第２保護膜１８０ｂを配置することが
できる。
【００６９】
　次に、図１８を参照すると、絶縁基板１１０の上にゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜
１８０ａが順次に配置され、その上に第２保護膜１８０ｂを挟んで画素電極１９１及び共
通電極１３１が配置される。
　図１８は、画素電極１９１が共通電極１３１の下に配置される例を示す。
　しかしこれとは異なり、共通電極１３１の上に画素電極１９１を配置することもできる
。
【００７０】
　共通電極１３１の上又は下には共通電極１３１と直接接触する共通電圧線３０１及びこ
れと接続された第１共通電圧伝達線７７が配置される。
　図１８は、共通電圧線３０１が共通電極１３１の上に配置される例を示す。
　本実施形態によれば、周辺領域ＰＡの周縁共通電圧線３０２は、直接第１共通電圧伝達
線７７と接続され、第１共通電圧伝達線７７と同一の層に位置する。つまり、共通電圧線
３０１、周縁共通電圧線３０２、及び第１共通電圧伝達線７７は全て同一層に配置される
。
　本実施形態で、第１共通電圧伝達線７７の下に第２保護膜１８０ｂを配置することがで
きる。
【００７１】
　図１７及び図１８に示した実施形態によれば、周辺領域ＰＡで共通電圧線３０１と第１
共通電圧伝達線７７を接続させるためのゲート絶縁膜１４０、第１保護膜１８０ａ又は第
２保護膜１８０ｂの接触孔を形成する必要がない。
　したがって周辺領域ＰＡで接触孔による接触抵抗を減らすことができ、第１共通電圧伝
達線７７の幅を最小化することができて第１表示板１００の周辺領域ＰＡの面積を減らす
ことができる。
【００７２】
　次に、図１９を参照すると、絶縁基板１１０の上に第１共通電圧伝達線７７が配置され
、その上に有機絶縁物質又は無機絶縁物質を含む保護膜１８０が配置される。
　保護膜１８０は、前述した図１及び図２に示した実施形態とは異なり、第１共通電圧伝
達線７７を完全に露出させる接触孔１８７を含む。
　つまり、接触孔１８７は第１共通電圧伝達線７７を幅方向に完全に露出させ第１共通電
圧伝達線７７の側面を露出させることができる。
【００７３】
　保護膜１８０の上には共通電圧線３０１及びこれと接続された周縁共通電圧線３０２が
配置される。
　表示領域ＤＡに位置する共通電圧線３０１と周辺領域ＰＡに位置する周縁共通電圧線３
０２は同一の層に位置し互いに接続され得る。
　周縁共通電圧線３０２は、接触孔１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７と接触して共
通電圧の印加を受ける。
【００７４】
　本実施形態によれば、接触孔１８７の幅が第１共通電圧伝達線７７の幅より大きいので
周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７の間の接触抵抗を減らすことができ、第
１共通電圧伝達線７７の幅を最小化することができて第１表示板１００の周辺領域ＰＡの
面積を減らすことができる。
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【００７５】
　図１９に示した実施形態で、保護膜１８０は前述した様々な実施形態でのゲート絶縁膜
１４０、第１保護膜１８０ａ、及び第２保護膜１８０ｂのうちの少なくとも一つを含むこ
とができる。
　第１共通電圧伝達線７７の下にはゲート絶縁膜１４０又は第１保護膜１８０ａの少なく
とも一つを配置してもよく、絶縁層を配置しなくてもよい。また、共通電圧線３０１の上
に絶縁層を配置しなくてもよく、絶縁層を配置してもよい。
　共通電圧線３０１の上に絶縁層を配置すれば、前述した実施形態の第２保護膜１８０ｂ
を配置することができる。
【００７６】
　次に、図２０～図２３を参照して本発明の一実施形態による表示装置について説明する
。
　前述した実施形態と同一の構成要素については同一の図面符号を付与し、同様の説明は
省略し、相違点を中心に説明する。
【００７７】
　図２０～図２３は、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
　図２０又は図２１を参照すれば、本実施形態による表示装置は前述した図１又は図２に
示した実施形態による表示装置と大部分同一であるので、相違点を中心に説明する。
　但し、共通電極１３１の図示は便宜上省略したが、前述の様々な実施形態と同一な特徴
を有する。
【００７８】
　本実施形態によれば、周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７のうちの少なく
とも一つが表示領域ＤＡの三側面の周縁に沿って形成される。
　つまり、周縁共通電圧線３０２と第１共通電圧伝達線７７のうちの少なくとも一つが表
示領域ＤＡの上側面又は下側面に沿って形成されていない開いた曲線又は開いた多角形で
あり得る。
【００７９】
　図２０又は図２１は、表示領域ＤＡの左右側及び下側の三側面の周縁に沿って形成され
ている第１共通電圧伝達線７７を例として示す。
　周縁共通電圧線３０２は、図２０又は図２１に示すように、表示領域ＤＡの四側面の周
縁に沿って形成されていてもよく、第１共通電圧伝達線７７のように三側面の周縁にのみ
形成されていてもよい。
　この他に、前述した図１又は図２に示した実施形態の様々な特徴が本実施形態にも同一
に適用され得る。
【００８０】
　次に、図２２を参照すると、本実施形態による表示装置は前述した図２０又は図２１に
示した実施形態による表示装置と大部分同一であるが、第１共通電圧伝達線７７が表示領
域ＤＡの対向する二側面の周縁に沿って形成された例を示す。
　つまり、第１共通電圧伝達線７７は、表示領域ＤＡの左右側周縁に沿って延長され対向
する二部分を含む。
　第１共通電圧伝達線７７の二部分は、それぞれの入力パッド７５から始めて表示領域Ｄ
Ａの上側周縁に向かって表示領域ＤＡの左右側の周縁に沿って上に延長される。
　図２２に示したものとは異なり、第１共通電圧伝達線７７は一つの入力パッド７５から
始めて表示領域ＤＡの一側周縁に沿って上に延長される一部分のみを含むこともできる。
【００８１】
　次に、図２３を参照すると、本実施形態による表示装置は前述した図２０又は図２１に
示した実施形態による表示装置と大部分同一であるが、第１共通電圧伝達線７７の構造が
異なる。
　本実施形態によれば、第１共通電圧伝達線７７は少なくとも一つの切断部７７７を含む
。



(15) JP 6438187 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　少なくとも一つの切断部７７７は、第１共通電圧伝達線７７の上部又は下部に配置され
る。
　図２３は、一対の切断部７７７が第１共通電圧伝達線７７の上部及び下部にそれぞれ配
置され、第１共通電圧伝達線７７が少なくとも二部分に分離される例を示す。
　この他に、第１共通電圧伝達線７７及び周縁共通電圧線３０２は多様な変形可能な形態
を有し得る。
【００８２】
　次に、図２４及び図２５を参照して本発明の一実施形態による表示装置について説明す
る。
　前述した実施形態と同一の構成要素については同一の図面符号を付与し、同様な説明は
省略し、相違点を中心に説明する。
【００８３】
　図２４及び図２５は、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
　図２４及び図２５に示す本発明の実施形態による表示装置は、それぞれ前述した図１及
び図２に示した実施形態による表示装置と大部分同一であるが、共通電極１３１が表示領
域ＤＡだけでなく周辺領域ＰＡにも延長されて形成される。
　共通電極１３１は、周辺領域ＰＡで周縁共通電圧線３０２及び第１共通電圧伝達線７７
と重畳する。
　周辺領域ＰＡでの具体的な積層構造について図２６及び図２７を参照して説明する。
【００８４】
　図２６及び図２７は、それぞれ図２４及び図２５の表示装置のＢ－Ｂ’線に沿った断面
図である。
　本実施形態による表示装置の周辺領域ＰＡでの構造は前述した図１２～図１９に示した
実施形態による表示装置と大部分同一であるので、ここでは相違点を中心に説明する。
【００８５】
　図２６及び図２７を参照すると、本発明の一実施形態による表示装置で、共通電極１３
１は周辺領域ＰＡまで拡張されて第１共通電圧伝達線７７と重畳する。
　さらに具体的には、共通電極１３１が共通電圧線３０１又は周縁共通電圧線３０２の下
方側に位置する場合、周辺領域ＰＡで第１共通電圧伝達線７７は、接触孔１８７を通じて
共通電極１３１と直接接触して接続される。
　この場合、共通電極１３１は、共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２と実質的に
同一の平面形状を有する。
【００８６】
　図２６及び図２７に示すものとは異なり、共通電極１３１が共通電圧線３０１又は周縁
共通電圧線３０２の上方側に位置する場合、周辺領域ＰＡで第１共通電圧伝達線７７は接
触孔１８７を通じて周縁共通電圧線３０２と直接接触して接続される。
　この場合にも共通電極１３１は、共通電圧線３０１及び周縁共通電圧線３０２と実質的
に同一の平面形状を有する。
　図２６は、画素電極１９１が共通電極１３１の上方側に配置され、周縁共通電圧線３０
２の上に第２保護膜１８０ｂが配置される例を示し、図２７は、画素電極１９１が共通電
極１３１の下方側に配置され、周縁共通電圧線３０２の下に第２保護膜１８０ｂが配置さ
れる例を示す。
【００８７】
　また、図２６は第１共通電圧伝達線７７と共通電圧線３０１との間にゲート絶縁膜１４
０及び第１保護膜１８０ａが配置される部分を有する例を示し、図２７は第１共通電圧伝
達線７７と共通電圧線３０１との間にゲート絶縁膜１４０、第１保護膜１８０ａ、及び第
２保護膜１８０ｂと共にカラーフィルタ２３０が配置される部分を有する例を示す。
　カラーフィルタ２３０は省略することができる。
【００８８】
　図２６及び図２７に示すものとは異なり、第１共通電圧伝達線７７が共通電圧線３０１
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と直接接続されてもよい。
　この場合には共通電極１３１が共通電圧線３０１又は周縁共通電圧線３０２の上方側に
配置される。
【００８９】
　次に、図２８～図３１を参照して本発明の一実施形態による表示装置について説明する
。
　図２８は本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図２９は図２８の表示装
置のＸＸＩＸ－ＸＸＩＸ線に沿った断面図であり、図３０は本発明の一実施形態による表
示装置の平面図であり、図３１は図３０の表示装置のＸＸＸＩ－ＸＸＸＩ線に沿った断面
図である。
　本実施形態による表示装置は、前述した様々な実施形態による表示装置と同一であるの
で、相違点を中心に説明する。
【００９０】
　第１表示板１００の表示領域ＤＡに位置する共通電圧線３０１は、図２８に示すように
両側部のみを含むことができるが、これに限定されず、前述した様々な実施形態のように
縦部も共に含むことができる。
　第１表示板１００の表示領域ＤＡに位置する駆動信号線は複数のゲート線と複数のデー
タ線１７１を含む。特に、データ線１７１は下側周辺領域ＰＡに延長されてファンアウト
部１７９を形成する。
　ファンアウト部１７９は、第１表示板１００の露出した周辺領域ＰＡに配置されるデー
タ駆動回路５５４と接続されてデータ信号の伝達を受ける。
【００９１】
　第１表示板１００は、駆動信号を制御するための様々な回路要素が備えられている印刷
回路基板５６０と可撓性印刷回路膜５５２を通じて接続される。
　データ駆動回路５５４は、可撓性印刷回路膜５５２を通じて印刷回路基板５６０から様
々な制御信号を受信する。データ駆動回路５５４は可撓性印刷回路膜５５２又は印刷回路
基板５６０の上に装着され得る。
【００９２】
　表示領域ＤＡの共通電圧線３０１と接続されている周縁共通電圧線３０２は、表示領域
ＤＡの周縁に沿って形成される。
　図２８及び図３０は、それぞれ周縁共通電圧線３０２が表示領域ＤＡの左右側及び下側
の三側面の周縁に沿って形成される例を示す。
　したがって周縁共通電圧線３０２の一部、即ち、周縁共通電圧線３０２の下側部分３０
２ｂはデータ線１７１のファンアウト部１７９と重畳する。
【００９３】
　具体的には、図２９又は図３１を参照すると、データ線１７１のファンアウト部１７９
は絶縁基板１１０の上に位置するゲート絶縁膜１４０の上に配置される。
　データ線１７１のファンアウト部１７９は第１保護膜１８０ａを挟んで共通電圧線３０
２の下側部分３０２ｂと重畳する。
　この場合、寄生容量によってデータ信号の遅延が発生することがある。したがって周縁
共通電圧線３０２の下側部分３０２ｂの幅Ｗ１を小さくしてデータ信号の遅延を減らすこ
とができる。
【００９４】
　周縁共通電圧線３０２の下側部分３０２ｂは連結部３８を通じて可撓性印刷回路膜５５
２と接続されて共通電圧の印加を受けることができる。しかし、連結部３８は省略するこ
ともできる。
　第１共通電圧伝達線７７は、表示領域ＤＡの少なくとも一面の周縁に沿って形成され得
る。
【００９５】
　図２８は、第１共通電圧伝達線７７が表示領域ＤＡの対向する二側面の周縁に沿って形
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成された例を示す。
　つまり、第１共通電圧伝達線７７は表示領域ＤＡの左右側周縁に沿って延長され対向す
る二部分を含む。第１共通電圧伝達線７７は連結配線７８を通じて可撓性印刷回路膜５５
２と接続されて共通電圧の印加を受ける。
　本実施形態のように第１共通電圧伝達線７７をデータ線１７１のファンアウト部１７９
が位置する表示領域ＤＡの下側周縁周辺には形成しないことによって、第１共通電圧伝達
線７７とデータ線１７１のファンアウト部１７９の重畳による信号遅延を無くすことがで
きる。
【００９６】
　図３０は、第１共通電圧伝達線７７が表示領域ＤＡの左右側および下側周縁の三側面の
周縁に沿って形成された例を示す。
　つまり、第１共通電圧伝達線７７は表示領域ＤＡの左右側周縁に沿って延長され対向す
る二部分、及び二部分を接続する下側部分７７ｂをさらに含む。
　この場合、第１共通電圧伝達線７７の下側部分７７ｂはデータ線１７１のファンアウト
部１７９と重畳する。
【００９７】
　図３１を参照すると、データ線１７１のファンアウト部１７９はゲート絶縁膜１４０を
挟んで第１共通電圧伝達線７７の下側部分７７ｂと重畳する。
　この場合にも第１共通電圧伝達線７７の下側部分７７ｂの幅Ｗ２を小さくして寄生容量
によるデータ信号の遅延を減らすことができる。
【００９８】
　以下、前述した図面と共に図３２及び図３３を参照して本発明の一実施形態による表示
装置について説明する。
　図３２は本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図３３は図３２の表示装
置のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線に沿った断面図である。
　本実施形態による表示装置は、前述した様々な実施形態による表示装置と大部分同一で
あるので、相違点を中心に説明する。
【００９９】
　図３２を参照すると、第１表示板１００及び第２表示板２００の表示領域ＤＡは、互い
に対向する第１周縁Ｅ１と第２周縁Ｅ２、そして第１周縁Ｅ１及び第２周縁Ｅ２を接続し
互いに対向する第３周縁Ｅ３及び第４周縁Ｅ４を含む。
　図３２では表示領域ＤＡがほぼ長方形と示されているが、その形状がこれに限定される
のではない。
【０１００】
　第１表示板１００の周辺領域ＰＡには表示領域ＤＡの共通電圧線３０１と接続されてい
る周縁共通電圧線３０２が配置される。周縁共通電圧線３０２は表示領域ＤＡの四側面の
周縁Ｅ１～Ｅ４に沿って形成されており、上側部分３０２ａ及び下側部分３０２ｂを含む
。しかし周縁共通電圧線３０２の上側部分３０２ａ及び下側部分３０２ｂのうちの少なく
とも一つは省略することができる。
【０１０１】
　また、第１表示板１００の周辺領域ＰＡには第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第
２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂが配置される。
　図３３を参照すると、断面構造で見る時、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共
通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは同一の層に配置することもでき、互いに異なる層に配置す
ることもできる。
　平面構造で見る時、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂと表示領域ＤＡの周縁の間に第
１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを配置することができるが、第１共通電圧伝達線７０ａ
、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの配置はこれに限定されるのではない。
【０１０２】
　第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１に隣接した周辺領域
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ＰＡに位置する入力パッド７５ａ、７５ｂから始めて表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２に向か
って第３周縁Ｅ３又は第４周縁Ｅ４に沿って延長される。
　図３２は、第３周縁Ｅ３に沿って延長される第１共通電圧伝達線７０ａ及び第４周縁Ｅ
４に沿って延長される第１共通電圧伝達線７０ｂを例として挙げているが、いずれか一方
は省略することもできる。
　第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは前述した様々な実施形態のように周縁共通電圧線
３０２と接続されており、周縁共通電圧線３０２に共通電圧を伝達する。
　図３３は、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂが接触孔１８７を通じて周縁共通電圧線
３０２と接続されている例を示す。
【０１０３】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１の近傍に位置する
入力パッド９５ａ、９５ｂから始めて表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２に向かって第３周縁Ｅ
３又は第４周縁Ｅ４に沿って延長される。
　図３２に示した実施形態では第３周縁Ｅ３に沿って延長される第２共通電圧伝達線９０
ａ及び第４周縁Ｅ４に沿って延長される第２共通電圧伝達線９０ｂを例として挙げている
が、これに限定されずいずれか一方は省略することもできる。
【０１０４】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは第２周縁Ｅ２の付近で第１共通電圧伝達線７０ａ
、７０ｂと接続されて、補完共通電圧を第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び表示領域
ＤＡに伝達する。
　補完共通電圧は、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂに沿って伝達される共通電圧の偏
差を補完する。
【０１０５】
　具体的には、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂが伝達する共通電圧は、抵抗、寄生容
量などの負荷（ｌｏａｄ）によって偏差が生じることがある。具体的に、第１周縁Ｅ１か
ら遠くなるほど第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂが伝達する共通電圧の大きさが小さく
なる。
　このような共通電圧の偏差が発生すると、表示領域ＤＡの位置によって画質が均一でな
く染みが生じることがある。しかし、本発明の一実施形態によれば、第２共通電圧伝達線
９０ａ、９０ｂは第１周縁Ｅ１の近傍で入力される共通電圧と第２周縁Ｅ２の近傍で入力
される共通電圧の差を最小化することができる補完共通電圧を第２周縁Ｅ２の近傍の第１
共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び表示領域ＤＡに入力することができる。
【０１０６】
　図３２及び図３３を参照すると、本発明の一実施形態による表示装置の第１表示板１０
０の周辺領域ＰＡには共通電圧フィードバック線（ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｆｅ
ｅｄｂａｃｋ　ｌｉｎｅ）８０ａ、８０ｂをさらに配置することができる。
　断面構造で見る時、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは周縁共通電圧線３０２
と同一の層に位置し、同一の物質で形成され得る。
【０１０７】
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１と隣接した
周辺領域ＰＡに位置する出力パッド８５ａ、８５ｂから始めて表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ
２に向かって第３周縁Ｅ３又は第４周縁Ｅ４に沿って延長される。
　図３２及び図３３に示す実施形態では第３周縁Ｅ３に沿って延長される共通電圧フィー
ドバック線８０ａ及び第４周縁Ｅ４に沿って延長される共通電圧フィードバック線８０ｂ
を例として示しているが、これに限定されず、一方は省略することもできる。
【０１０８】
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、第２周縁Ｅ２の付近の第１共通電圧伝達
線７０ａ、７０ｂの端部、又はこれと接続された周縁共通電圧線３０２から共通電圧のフ
ィードバックを受けて、これをフィードバック電圧として出力パッド８５ａ、８５ｂに伝
達する。



(19) JP 6438187 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂによって伝達されたフィードバック電圧に基
づいて第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの共通電圧又は第２共通電圧伝達線９０ａ、９
０ｂの補完共通電圧の大きさを決定することができる。
【０１０９】
　図３２を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、信号制御部（ｓｉｇｎａ
ｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）７００をさらに含むことができる。
　信号制御部７００は、共通電圧を入力パッド７５ａ、７５ｂを通じて第１共通電圧伝達
線７０ａ、７０ｂに伝達し、補完共通電圧を入力パッド９５ａ、９５ｂを通じて第２共通
電圧伝達線９０ａ、９０ｂに伝達する。
　また信号制御部７００は、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂからフィードバッ
ク電圧の入力を受けて、これに基づいて共通電圧及び補完共通電圧を決定することができ
る。
【０１１０】
　信号制御部７００は、集積回路チップの形態で第１表示板１００に直接装着されるか、
可撓性印刷回路膜５５２の上に装着されて第１表示板１００に付着されるか、図３２に示
すように印刷回路基板５６０の上に装着されて、可撓性印刷回路膜５５２を通じて入力パ
ッド７５ａ、７５ｂ、９５ａ、９５ｂ及び出力パッド８５ａ、８５ｂと接続することもで
きる。
【０１１１】
　次に、図３４及び図３５を参照して本発明の一実施形態による表示装置について説明す
る。
　図３４は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図３５は図３４の表示
装置のＸＸＸＶ－ＸＸＸＶ線に沿った断面図である。
　本実施形態による表示装置は前述した図３２及び図３３に示した実施形態による表示装
置と大部分同一であるので、相違点を中心に説明する。
【０１１２】
　周縁共通電圧線３０２は、表示領域ＤＡの四側面のうちの第２周縁Ｅ２に沿って形成さ
れる。
　また、第１表示板１００の周辺領域ＰＡには第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第
２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂが配置される。
　第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは、複数の共通電圧入力ポイント（以下、略して入
力ポイント（ｉｎｐｕｔ　ｐｏｉｎｔ）という）（Ｐａ＿１、・・・、Ｐａ＿ｎ、Ｐｂ＿
１、・・・、Ｐｂ＿ｎ）（ｎは２以上の自然数）を通じて表示領域ＤＡの共通電圧線３０
１又は共通電極１３１に共通電圧を入力する。
【０１１３】
　入力ポイント（Ｐａ＿１、・・・、Ｐａ＿ｎ、Ｐｂ＿１、・・・、Ｐｂ＿ｎ）は表示領
域ＤＡと隣接した周辺領域ＰＡに配置配置されるが、表示領域ＤＡの周縁に配置すること
もできる。入力ポイント（Ｐａ＿１、・・・、Ｐａ＿ｎ、Ｐｂ＿１、・・・、Ｐｂ＿ｎ）
は表示領域ＤＡの第３周縁Ｅ３又は第４周縁Ｅ４に沿って順次に配列される。
　図３５を参照すると、入力ポイント（Ｐａ＿１、・・・、Ｐａ＿ｎ、Ｐｂ＿１、・・・
、Ｐｂ＿ｎ）は、例えば接触孔を含むことができる。つまり、入力ポイント（Ｐａ＿１、
・・・、Ｐａ＿ｎ、Ｐｂ＿１、・・・、Ｐｂ＿ｎ）で第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ
はゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａの少なくとも一つの接触孔を通じて共通電
極１３１又は共通電圧線３０１と接続され得る。
【０１１４】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは前述した実施形態のように表示領域ＤＡの第２周
縁Ｅ２の付近で第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続されて、補完共通電圧を第１共
通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び表示領域ＤＡに伝達する。
　図３２及び図３３を参照すると、本発明の一実施形態による表示装置の第１表示板１０
０の周辺領域ＰＡには共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂをさらに配置することが
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　断面構造で見る時、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは周縁共通電圧線３０２
と同一の層に配置することができる。
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは第２周縁Ｅ２の付近の周縁共通電圧線３０
２の端部から共通電圧のフィードバックを受けて、これをフィードバック電圧として出力
パッド８５ａ、８５ｂに伝達する。
【０１１５】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【０１１６】
　３　　液晶層
　１１、２１　　（第１、第２）配向膜
　３５　　開口部
　７０ａ、７０ｂ、７７　　第１共通電圧伝達線
　７５　　入力パッド
　７８　　連結配線
　８０、８０ａ、８０ｂ　　共通電圧フィードバック線
　９０ａ、９０ｂ　　第２共通電圧伝達線
　１００　　第１表示板
　１１０、２１０　　絶縁基板
　１２１　　ゲート線
　１２４　　ゲート電極
　１３１　　共通電極
　１４０　　ゲート絶縁膜
　１５１　　半導体
　１５４　　突出部
　１６１、１６３、１６５　　抵抗性接触部材
　１７１　　データ線
　１７３　　ソース電極
　１７５　　ドレイン電極
　１８０ａ、１８０ｂ　　（第１、第２）保護膜
　１８５、１８７　　接触孔
　１９１　　画素電極
　１９３　　枝電極
　２００　　第２表示板
　２３０Ａ、２３０Ｂ、２３０Ｃ　　カラーフィルタ
　３０１　　共通電圧線
　３０２　　周縁共通電圧線
　５５０　　駆動回路部
　５５２　　可撓性印刷回路膜
　７００　　信号制御部
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